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ーラムを開催しました。市民会館に会場を移して

1000 人の保護者・市民・教職員の参加がありました。

今年度のオープニングは、「豊かな表現力の育成」をテーマに、枚岡幼稚

園全園児による合唱、高井田西小学校

柏田中学校

ステージマーチングが披露されました

ーモニーの合奏、息の合った創作ダンス、迫力あるマーチングに、会場から

たくさんの拍手がわき上がりました。幼稚園から高等学校まで、様々な表現

活動を通して心豊かに成長する子どもたちの学びの積み重ねを見ることが

できました。

第一部では、幼・小・中学校それぞれから、本市の学力向上テーマ「子どもが自ら学ぶための『環境』

『習慣』『授業』づくり」に沿った報告がありました。まず成和・

北宮・若江幼稚園（3 園合同）からは、幼児期における運動遊

びの意義をふまえながら、

子どもたちが夢中になって主体的に体を動かしたくなる環境構

成の工夫や、遊びの充実についての報告がありました。次に石

切小学校からは、学校総体としての

“授業スタンダード”づくり、具体

的には、思考力・判断力・表現力を高めるための意図的・継続的な授業（学び）

の積み重ねについての実践報告がありました。最後に太平寺中学校から、生徒

と教職員が常に上をめざし、『教科学力・学びの基礎力・生活力』の

（太平寺トライアングル）を相互作用させながら学力を高めていくための具体

的な取組みの報告がありました。どの学校園も、子どもたちの実態や課題を踏

まえて、将来を見据えた創意工夫ある取組みを行うことで成果をあげており、

他の学校園にとって参考となるものでした。

第二部では、東大阪市教育委員会を代表して、学校教育推進室指導主事より「東大阪市の学力向上施

策 7 年間を検証する」と題して報告を行いました。タブレット機器を活用し、保護者代表の方々をはじ

め、会場の参加者にも問題を解いてもらいながら、今、求めら

れているＰＩＳＡ型の学力について紹介しました。また、平成

26 年度 全国学力・学習状況調査の分析結果や東大阪市の学

力向上施策に触れ、東大阪市がめざすべき方向性を保護者

民と共に考えるワークショップをいました。

本フォーラムを通して、家庭・地域・学校がそれぞれの立場で

「子どもの学力向上のために何ができるか」について考えるこ

とができました。
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本年度も獣医師による出前授業を開催しています。この事業は

飼育動物担当委員の獣医師の先生と学校教育推進室が連携し、希望する学校園に対して平成

年度より実施しています。 

出前授業では、はじめに｢動物(主にウサギ

とについて、パワーポイントを使ってわかりやすく説明してもらいます

飼育している動物に合わせて、アヒルや烏骨鶏の事についても詳しく教えてもらい

その後、抱いたり、なでたりなど動物に触れ、

自分や友だちの心臓の音と聞き比べます。動物の温かさを感じ、

の鼓動を聞くことは、命を直に感じる貴重な

どんな気持ちなのか考える。｣という事を繰り返し子どもに伝えます。

この出前授業を通して、どんな生き物にも

を思いやり、相手の立場に立って考えることの大切さに気づき、行動できることを願っています。

【本年度実施校】長瀬北小、英田北小、縄手小、北宮幼、弥刀東小、枚岡東小

ある幼稚園でのエピソードです。

ました。いつもお世話になっている獣医師

ってね。｣と声をかけたり、絵を描いてゲージに貼ったりなど、ウサギを思いやる姿が見られたとの事でした。

そして出前授業当日、子どもたちは大好きなウサギ

みにし、各クラスでお礼のメッセージを作り、

もとても喜んでおられました。動物の飼育活

まれている事をとても嬉しく思いました。

年末年始より、東地区で度々ニホンザルの目撃情報があり、園児児童生徒への注意喚起をお願いしていたところです。現在は、

他市へ移動したとの事ですが、今後も野生動物が住宅地に出没する事も予想されます。飼育動物も野生動物も、命ある動物であ

ることに変わりはありません。今後も、市として市民への啓発活動を行うとともに、対策を講じていくとの事ですが、子どもた

ちにも、命ある動物への接し方を伝えていきたいと思います。
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